
に
六
年
を
過
ご
し
た
と
思
う
一
時
で
し
た
。

こ
の
原
稿
の
中
に
記
事
に
し
て
い
な
い
事
件
は
数
限
り
な
く

あ
り
ま
す
。
ま
た
忘
れ
去
っ
て
記
事
と
し
て
書
い
て
な
い
件
は

多
く
あ
り
ま
す
。
老
化
が
原
因
か
、
シ
ベ
リ
ア
の
地
名
、
旧
部

隊
の
戦
闘
状
況
、
駐
屯
し
た
陣
地
名
、
部
隊
の
上
官
、
同
年
兵

等
の
名
前
な
ど
ま
だ
ま
だ
多
く
、
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

報
告
し
ま
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

私
と
馬
橋
君
が
入
営
し
た
頃
は
戦
争
も
総
力
戦
に
突
入
し
、

私
の
家
業
の
織
物
業
も
軍
の
銃
火
器
を
作
る
た
め
に
織
物
機
械

そ
の
他
す
べ
て
の
金
物
は
供
出
を
強
制
さ
れ
て
廃
業
し
ま
し

た
。
あ
ら
ゆ
る
物
資
は
統
制
さ
れ
、
米
も
配
給
に
な
り
、
勝
つ

た
め
に
は
欲
し
が
り
ま
せ
ん
と
総
力
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

し
た
。
同
年
代
の
馬
橋
君
は
満
州
六
一
二
部
隊
第
一
中
隊
に
入
隊
さ

れ
、
二
等
兵
と
し
て
毎
日
厳
し
い
訓
練
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

黒
河
省
■
琿
は
、
ソ
連
と
は
目
と
鼻
の
先
に
見
え
る
地
帯
で

し
た
。
し
か
し
そ
の
頃
は
銃
火
器
、
野
砲
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
武

器
は
南
方
戦
線
へ
と
送
ら
れ
、
正
に
武
器
を
持
た
な
い
張
り
子

の
虎
で
し
た
。

馬
橋
君
の
父
は
明
治
三
十
六
年
日
露
戦
争
で
二
〇
三
高
地
の

激
戦
に
参
戦
さ
れ
、
乃
木
大
将
の
馬
丁
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
ま
た
兄
も
大
東
亜
戦
争
の
終
期
に
沖
縄
で
戦
死

さ
れ
、
も
う
一
人
の
兄
も
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
い
ず
れ
も
激

し
い
戦
闘
に
参
加
さ
れ
た
一
家
と
聞
い
て
い
ま
す
。

馬
橋
君
と
機
会
が
あ
り
同
席
す
る
時
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
話

に
あ
け
く
れ
る
同
志
で
す
。

幼
少
の
頃
か
ら
絵
が
好
き
で
、
毎
日
の
よ
う
に
好
き
な
絵
を

描
い
て
ぼ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
元
気
な
毎
日
を
送
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

（
福
井
県
　
　
林
俊
男
）

軍
隊
か
ら
抑
留
の
五
年
間
　 

長
野
県
　
薮
原
進
　 

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て



東
部
十
七
部
隊
へ
入
隊
（
近
衛
輜
重
兵
連
隊
）

。
東
京
は
毎
晩

の
よ
う
に
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
で
防
空
壕
へ
避
難
の
繰
り
返

し
。
そ
ん
な
中
で
北
支
派
遣
の
準
備
を
整
え
、
十
二
月
十
五

日
、
渋
谷
駅
か
ら
軍
用
列
車
に
乗
り
中
央
線
甲
府
駅
で
夕
食
の

弁
当
支
給
。
翌
朝
、
名
古
屋
の
手
前
で
二
時
間
位
停
車
（
十
二

月
八
日
、
濃
尾
の
大
地
震
の
た
め
）

。
十
二
月
十
八
日
、
博
多

着
。
二
日
位
旅
館
へ
分
宿
。
十
二
月
二
十
一
日
、
博
多
出
港
。

夕
刻
、
釜
山
港
上
陸
。
十
二
月
二
十
五
日
、
北
支
開
封
着
。
北

支
派
遣
弘
一
五
六
三
〇
部
隊
の
編
成
と
な
り
、
昭
和
二
十
年
三

月
、
初
年
兵
教
育
終
了
。
四
月
よ
り
幹
部
候
補
生
の
部
隊
集
合

教
育
。
こ
こ
で
の
教
官
大
原
貴
中
尉
が
、
奇
し
く
も
同
郷
の
農

学
校
の
先
輩
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
教
育
が
終
わ
っ
て
か
ら
分

か
っ
た
。

予
備
士
官
学
校
へ
派
遣
さ
れ
る
前
、
部
隊
の
壮
行
会
が
将
校

集
会
所
で
開
催
さ
れ
た
時
、
一
人
一
芸
の
順
番
が
回
っ
て
来
た

の
で
起
立
し
て
母
校
の
校
歌
を
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
大
原
教
官
も

起
立
し
て
唱
和
し
て
下
さ
り
、
ほ
ん
と
に
奇
遇
で
あ
っ
た
。
大

原
さ
ん
も
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
抑
留
を
経
て
復
員
し
、
今
は
毎
年

の
戦
友
会
で
当
時
を
語
り
合
っ
て
お
り
ま
す
。

六
月
一
日
、
北
支
保
定
予
備
士
官
学
校
入
校
。
こ
の
頃
よ
り

日
本
の
敗
色
濃
く
、
沖
縄
玉
砕
の
報
あ
り
。
北
支
軍
三
ヵ
師

団
、
関
東
軍
編
入
の
た
め
そ
の
傘
下
の
候
補
生
、
満
州
へ
移
動

と
な
る
。
輸
送
中
、
吉
林
を
過
ぎ
山
中
を
走
る
列
車
の
窓
か

ら
、
野
生
の
芍
薬
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
景
色
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。
七
月
十
日
、
満
州
石
頭
予
備
士
官
学
校
へ
転
校
。
教
育

中
、
八
月
八
日
夜
半
、
非
常
呼
集
で
ソ
連
参
戦
を
伝
え
ら
れ

た
。
こ
の
候
補
生
隊
は
、
教
育
編
成
（
三
千
六
百
人
）
の
ま
ま

戦
闘
体
制
に
入
り
、
直
ち
に
奇
数
中
隊
は
牡
丹
江
市
守
備
の
た

め
、
綏
芬
河
方
面
よ
り
侵
入
す
る
ソ
連
戦
車
を
主
と
す
る
機
甲

軍
団
を
磨
刀
石
に
お
い
て
迎
え
撃
つ
た
め
出
動
し
て
行
っ
た
。

ソ
軍
の
重
戦
車
に
対
し
、
急
造
爆
雷
に
よ
る
肉
迫
攻
撃
で
大
隊

長
以
下
多
数
の
戦
死
者
を
出
す
。
我
々
四
中
隊
は
第
二
線
陣
地

で
、
た
こ
つ
ぼ
を
掘
り
肉
攻
準
備
中
、
遠
く
で
戦
車
砲
の
音
を

聞
く
中
、
出
発
と
な
り
昼
夜
の
別
な
く
行
軍
し
敦
化
の
飛
行
場

に
到
着
、
武
装
解
除
と
な
る
。
中
隊
長
の
終
戦
詔
書
の
朗
読
が

終
わ
っ
た
の
が
八
月
二
十
四
日
と
覚
え
て
い
る
。
疲
労
の
た
め

そ
の
場
に
倒
れ
て
眠
る
。
起
き
た
の
は
夕
刻
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
は
格
納
庫
の
屋
根
下
に
泊
ま
り
ソ
連
の
作
業
で
、



飛
行
場
の
施
設
の
貨
車
積
み
作
業
。
日
本
軍
の
将
校
の
軍
刀
、

双
眼
鏡
、
拳
銃
等
の
箱
詰
め
、
荷
作
り
も
し
た
。
軽
便
鉄
道
の

線
路
の
レ
ー
ル
、
小
型
電
気
機
関
車
等
の
重
量
物
の
貨
車
積
み

作
業
も
し
た
。
そ
ん
な
作
業
が
続
く
う
ち
に
ア
メ
ー
バ
赤
痢
と

な
り
、
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
病
院
は
満
人
小
学
校
と
い
う
が
、
低
い
床
の
上
に
乾
草

を
敷
い
た
と
こ
ろ
へ
毛
布
一
枚
の
雑
魚
寝
で
、
軍
医
は
お
ら

ず
、
日
本
軍
の
衛
生
兵
が
何
人
か
い
て
、
茶
碗
一
杯
の
重
湯
を

く
れ
る
。
一
日
二
十
五
回
位
の
便
所
通
い
は
必
死
で
、
薬
は
全

く
な
し
。
便
所
へ
行
け
な
く
な
っ
た
戦
友
は
次
々
と
亡
く
な

り
、
ま
た
亡
く
な
る
前
に
脳
症
を
起
こ
し
て
う
わ
言
を
言
う
よ

う
に
な
る
と
数
時
間
で
亡
く
な
る
。
俺
も
こ
こ
で
死
ん
で
は
犬

死
に
だ
と
思
い
、
歯
を
食
い
し
ば
り
耐
え
た
。
そ
の
う
ち
に
少

し
快
方
に
向
か
い
退
院
と
な
っ
た
が
、
い
ま
だ
歩
行
が
お
ぼ
つ

か
な
か
っ
た
。
着
い
た
所
は
砂
河
沿
の
収
容
所
で
、
地
面
を
少

し
掘
っ
て
半
地
下
の
上
に
屋
根
を
作
り
天
幕
を
張
っ
て
何
日
か

過
ご
す
。
こ
こ
で
顔
見
知
り
の
戦
友
と
は
別
れ
別
れ
と
な
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
軍
曹
の
階
級
章
に
座
金
を
付
け
た
候
補
生
は
大

勢
い
た
。

間
も
な
く
昼
夜
を
通
し
て
行
軍
し
た
。
軍
用
道
路
を
逆
に
愛

河
へ
向
か
っ
て
千
人
単
位
の
移
動
で
あ
る
。
数
人
の
ソ
連
兵
が

前
後
に
付
い
て
一
日
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
で
、
夜
は
小
高
い

丘
の
上
で
焚
き
火
を
囲
み
野
宿
で
あ
る
。
こ
の
移
動
が
一
週
間

続
き
、
十
一
月
の
初
め
愛
河
に
着
き
、
日
本
軍
の
赤
レ
ン
ガ
の

兵
舎
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
の
移
動
の
途
中
、
開
拓
団
の
部
落
を

通
っ
た
時
、
婦
人
や
子
供
、
老
人
が
手
を
振
っ
て
い
た
が
「
頑

張
っ
て
」
の
声
だ
け
で
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
空
し
さ
は
今
で
も
脳
裏
を
離
れ
な

い
。愛
河
の
兵
舎
で
の
収
容
生
活
は
食
料
も
少
な
く
、
玄
粟
等
の

粗
悪
な
も
の
で
、
野
菜
も
少
な
く
、
栄
養
失
調
で
毎
日
幾
人
か

の
人
た
ち
が
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
。
作
業
は
自
分
た
ち
で
使
う

炊
事
の
薪
取
り
で
、
日
本
軍
の
将
校
官
舎
を
壊
し
て
運
ぶ
作
業

と
貨
車
へ
の
物
資
の
積
み
込
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
兵
舎
に
翌
年

（
昭
和
二
十
一
年
）
の
四
月
ま
で
収
容
所
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
間
に
何
回
か
、
東
京
へ
帰
す
か
ら
と
荷
物
を
持
っ
て
全
員
営

庭
へ
集
合
さ
せ
ら
れ
た
。
荷
物
は
そ
の
ま
ま
で
、
シ
ャ
ワ
ー
つ

き
の
入
浴
用
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
入
浴
を
さ
せ
ら
れ
た
。
衣
服



も
別
な
滅
菌
し
た
物
を
与
え
ら
れ
、
着
て
い
た
衣
服
と
荷
物

は
、
飯
盒
と
水
筒
を
残
し
て
全
部
ト
ラ
ッ
ク
で
持
ち
去
ら
れ
、

着
の
身
着
の
ま
ま
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
が
何
回
か
あ
り
、

私
物
も
何
も
な
く
な
り
、
飯
盒
と
水
筒
だ
け
が
全
財
産
と
な
っ

た
。
命
の
次
に
大
事
な
物
と
し
て
家
に
着
く
ま
で
持
っ
て
帰

り
、
今
も
大
切
に
残
し
て
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
旧

軍
隊
以
来
、
駆
除
に
困
っ
て
い
た
シ
ラ
ミ
も
完
全
に
な
く
な

り
、
ソ
連
の
や
り
方
を
評
価
す
る
面
も
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
昭
和
二
十
年
を
旧
兵
舎
で
越
年
し
た

が
、
翌
二
十
一
年
正
月
頃
よ
り
、
余
り
栄
養
失
調
に
よ
る
死
亡

者
が
多
い
の
で
野
菜
（
白
菜
が
主
）
の
給
与
が
多
く
な
り
、
死

亡
者
も
少
な
く
な
っ
た
。
三
月
を
過
ぎ
る
と
寒
さ
も
少
し
や
わ

ら
い
で
、
営
庭
の
隅
に
積
ん
で
あ
っ
た
遺
体
を
ソ
連
の
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
む
作
業
も
始
ま
り
、「
東
京
ダ
モ
イ
」
の
話
も
ち

ら
ほ
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

忘
れ
も
し
な
い
四
月
十
一
日
「
全
員
集
合
」
が
あ
り
、
ま
た

か
と
思
っ
た
が
今
度
は
本
物
ら
し
く
、
人
員
を
点
検
し
て
愛
河

の
駅
へ
向
か
う
。
愛
河
の
駅
に
は
ソ
連
の
貨
車
が
ず
ら
り
と
停

車
し
て
い
る
。
貨
車
の
中
は
二
段
に
な
っ
て
中
央
を
境
に
四
ヵ

所
に
分
か
れ
、
一
ヵ
所
に
十
人
だ
っ
た
と
思
う
、
一
車
両
四
十

人
で
、
三
十
車
両
位
あ
っ
た
。
中
心
部
に
炊
事
車
と
指
揮
班

車
、
ソ
連
の
カ
ン
ボ
ー
イ
（
歩
■
）
車
等
が
あ
り
、
扉
は
二
〇

セ
ン
チ
位
開
け
て
、
板
で
小
便
用
の
■
が
外
に
向
け
て
作
っ
て

あ
り
、
進
行
中
で
も
用
が
足
せ
た
。
こ
ん
な
に
設
備
が
あ
っ
て

果
た
し
て
東
京
か
と
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く
発
車
、

綏
芬
河
を
過
ぎ
て
北
へ
向
か
い
出
し
た
。
ま
た
ま
た
だ
ま
さ
れ

た
、
行
く
と
こ
ろ
ま
で
行
け
、
殺
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
と
落
ち
着
い
た
気
分
に
な
っ
た
。
誰
か
が
作
っ
た
の
で
あ
ろ

う
、
厚
い
板
壁
が
細
く
削
ら
れ
外
の
景
色
が
覗
け
た
の
で
、
た

ま
に
停
車
す
る
と
駅
名
な
ど
が
読
み
取
れ
た
。
一
日
じ
ゅ
う
走

り
続
け
る
日
も
あ
っ
て
、
炊
事
で
は
食
事
は
で
き
て
い
る
が
停

車
し
な
い
と
分
配
が
で
き
な
い
の
で
、
空
腹
の
ま
ま
一
日
を
過

ご
す
日
も
あ
っ
た
。
北
へ
向
か
っ
て
走
っ
て
い
た
列
車
も
西
へ

向
か
っ
て
い
た
。
右
に
バ
イ
カ
ル
湖
の
湖
面
が
一
日
じ
ゅ
う
見

え
隠
れ
す
る
。
広
い
の
に
は
驚
く
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
着
く
と

貨
車
は
引
込
線
に
入
り
停
車
。
間
も
な
く
「
バ
ー
ニ
ヤ
」
と

言
っ
て
一
車
両
ず
つ
入
浴
に
行
く
。
全
部
立
っ
た
ま
ま
で
の

シ
ャ
ワ
ー
で
、
一
人
ず
つ
区
切
り
の
あ
る
設
備
の
よ
い
浴
場



で
、
身
も
心
も
爽
快
に
な
る
。
入
浴
の
た
め
一
日
じ
ゅ
う
停
車

し
て
い
た
。

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
を
発
車
し
て
数
日
、
ガ
タ
ガ
タ
と
振
動
音
が

高
く
単
線
を
走
っ
て
い
る
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
本
線
か
ら
分
岐

（
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
）
し
て
南
に
向
か
っ
て
い
る
。
途
中
、
砂

漠
地
帯
も
あ
り
、
兎
の
よ
う
な
動
物
が
穴
か
ら
出
た
り
入
っ
た

り
し
て
い
る
の
を
カ
ン
ボ
ー
イ
が
銃
で
撃
っ
て
い
た
。
途
中
で

五
百
人
下
車
、
我
々
は
残
り
五
百
人
で
な
お
南
下
。
小
さ
な
田

舎
村
で
古
い
炭
鉱
（
キ
リ
ト
マ
シ
ャ
フ
ト
）
の
村
で
下
車
。
四

月
十
一
日
、
愛
河
出
発
以
来
二
十
二
日
目
の
五
月
三
日
の
日

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

吹
雪
の
中
を
走
っ
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
だ
っ
た
が
、
こ
こ
へ
着

い
た
ら
野
菜
畑
に
カ
ボ
チ
ャ
の
花
が
見
え
て
、
ソ
連
の
国
の
広

さ
を
感
じ
た
。
そ
こ
は
小
高
い
丘
の
上
に
バ
ラ
線
で
囲
っ
て
四

隅
に
は
監
視
の
望
楼
が
あ
る
。
囲
い
の
中
に
天
幕
が
無
造
作
に

積
ん
で
あ
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
我
々
の
手
で
半
地
下
の
幕
舎
を

作
り
、
生
活
が
始
ま
っ
た
。

作
業
は
一
昼
夜
三
交
代
の
八
時
間
労
働
で
、
主
な
作
業
は
炭

鉱
作
業
で
あ
る
。
入
り
口
か
ら
斜
め
に
ト
ロ
ッ
コ
が
降
り
て
お

り
、
明
か
り
は
カ
ー
バ
イ
ト
を
使
っ
た
ガ
ス
灯
で
あ
る
。
炭
層

は
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
位
で
、
一
番
下
に
や
や
水
平
に
ト

ロ
ッ
コ
の
線
路
が
あ
る
。
切
羽
で
は
人
力
で
ド
リ
ル
を
使
っ
て

発
破
の
穴
あ
け
（
炭
質
が
日
本
の
木
炭
の
よ
う
で
、
軽
く
艶
も

な
く
、
コ
ン
ロ
で
使
用
で
き
る
無
煙
炭
）
で
あ
る
。
一
メ
ー
ト

ル
の
深
さ
の
穴
を
五
本
あ
け
る
と
ソ
連
の
女
性
が
発
破
を
仕
掛

け
に
来
る
。
我
々
が
三
〇
メ
ー
ト
ル
位
避
難
す
る
と
、
発
破
を

仕
掛
け
た
女
も
我
々
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、
音
を
数
え
ろ
と
言

う
。
五
個
鳴
れ
ば
よ
し
、
も
し
一
個
で
も
不
発
が
あ
る
と
危
険

だ
と
言
っ
て
い
た
。
発
破
の
後
は
エ
ア
ー
の
ホ
ー
ス
を
使
っ
て

ガ
ス
抜
き
を
し
て
、
つ
る
は
し
で
砕
き
、
一
メ
ー
ト
ル
進
み
木

材
で
鳥
居
を
作
っ
て
八
時
間
の
作
業
ノ
ル
マ
で
あ
っ
た
。
全
体

の
ノ
ル
マ
は
出
炭
量
で
定
め
ら
れ
て
い
て
、
百
％
達
成
は
で
き

な
か
っ
た
。

炭
鉱
作
業
の
他
に
収
容
所
内
の
作
業
、
炊
事
班
等
が
あ
り
、

水
は
ド
ラ
ム
缶
で
馬
車
で
運
ん
で
い
た
。
こ
ん
な
作
業
が
続
く

中
、
七
月
の
あ
る
日
、
発
熱
で
作
業
を
休
ん
で
室
内
で
寝
て
い

た
ら
ソ
連
側
の
巡
視
が
あ
り
、
病
人
が
こ
ん
な
所
で
寝
て
い
て

は
い
け
な
い
、
直
ち
に
入
院
と
い
う
こ
と
で
、
五
人
位
だ
っ
た



と
思
う
が
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
り
、
ソ
連
の
下
士
官
が
一
人

付
い
て
二
日
位
走
っ
て
カ
ガ
ン
と
い
う
町
の
病
院
へ
入
院
す

る
。
こ
の
病
院
は
日
本
人
三
十
人
位
と
ド
イ
ツ
人
十
人
位
で
、

入
院
と
同
時
に
入
浴
、
着
物
は
シ
ャ
ツ
と
パ
ン
ツ
だ
け
で
個
々

の
ベ
ッ
ド
で
、
毛
布
一
枚
。
疲
れ
て
い
た
の
で
三
日
位
、
昼
夜

眠
り
続
け
た
。
病
院
で
の
生
活
は
快
適
で
、
朝
は
看
護
婦
（
ウ

ズ
ベ
ク
人
）
が
体
温
計
を
く
れ
、
食
事
は
ベ
ッ
ド
ま
で
運
ん
で

く
れ
た
。
幾
日
か
た
っ
て
快
方
に
向
か
う
と
食
事
は
食
堂
で
、

皆
一
緒
に
ロ
シ
ア
料
理
だ
っ
た
。
医
者
は
日
本
の
軍
医
一
人
、

ド
イ
ツ
の
軍
医
一
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
医
者
一
人
の
三
人
の
医

者
で
、
看
護
婦
数
人
、
炊
事
婦
数
人
、
掃
除
婦
数
人
で
あ
る
。

病
室
は
十
室
位
あ
り
、
入
浴
は
週
一
回
で
シ
ャ
ツ
と
パ
ン
ツ
を

替
え
て
く
れ
、
何
回
か
映
画
も
見
せ
て
く
れ
た
（
主
に
レ
ー
ニ

ン
の
出
る
ロ
シ
ア
革
命
の
も
の
）

。

こ
の
入
院
中
に
一
生
懸
命
ロ
シ
ア
語
を
勉
強
し
た
。
ま
た
、

こ
の
病
院
か
ら
家
に
初
め
て
葉
書
を
出
し
た
。
月
に
一
回
、
ソ

連
の
軍
医
少
佐
（
マ
イ
ヨ
ー
ル
）
の
診
察
が
あ
り
、
退
院
の
決

定
が
下
さ
れ
る
。
ま
た
時
々
軽
作
業
も
あ
っ
て
、
数
人
位
の
入

退
院
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
十
二
月
の
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
診
察
で
、

こ
の
病
院
に
長
く
い
て
は
早
く
帰
れ
な
い
と
思
い
、
ラ
ボ
ー
タ

ハ
ラ
シ
ョ
ウ
と
言
っ
て
退
院
を
希
望
し
た
（
今
に
な
っ
て
考
え

れ
ば
、
病
院
に
い
た
方
が
早
く
帰
れ
た
か
も
し
れ
な
い
）

。
五

ヵ
月
の
病
院
生
活
に
別
れ
を
告
げ
、
退
院
者
数
人
と
ソ
連
下
士

官
の
引
率
で
列
車
（
客
車
）
で
タ
シ
ケ
ン
ト
近
く
の
町
チ
ル

チ
ッ
ク
の
収
容
所
に
入
る
。

こ
の
収
容
所
は
約
千
人
で
、
奉
天
（
瀋
陽
）
の
航
空
隊
の
方

た
ち
で
、
無
傷
で
旧
軍
隊
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
作
業
は
主
に
工

場
作
業
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
製
缶
工
場
と
農
機
具
の
部
品
工
場

の
二
つ
の
工
場
専
用
の
汽
車
で
通
勤
し
た
。
他
に
一
部
、
建
築

作
業
と
、
収
容
所
内
に
は
炊
事
班
、
洗
濯
班
、
被
服
修
理
班
、

床
屋
が
三
人
位
で
あ
る
。
洗
濯
班
の
人
た
ち
は
楽
団
を
作
っ

て
、
食
堂
の
食
事
の
時
に
革
命
歌
や
ロ
シ
ア
民
謡
等
を
演
奏
し

て
く
れ
た
。
楽
器
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
ギ
タ
ー
、
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
収
容
所
で
昭
和
二
十
二
年
の
正
月
か

ら
昭
和
二
十
三
年
の
六
月
ま
で
を
過
ご
し
た
。
気
候
は
、
冬
は

零
下
一
五
度
位
ま
で
下
が
り
、
夏
は
四
〇
度
位
に
上
る
時
も
あ

る
。
夏
は
雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
（
四
〇
度
を
超
え
る
と
屋

外
作
業
は
昼
か
ら
午
後
三
時
ま
で
休
み
と
な
る
）

。
私
は
農
機



具
工
場
の
鋳
物
の
型
作
り
と
溶
鉱
炉
の
湯
流
し
作
業
で
、
交
代

で
夜
勤
も
あ
っ
た
。
ラ
ー
ゲ
ル
で
の
朝
と
夕
方
の
時
間
に
は
民

主
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
ソ
連
政
治
部
の
将
校
に
よ
り
大
隊
長

交
代
、
ア
ク
チ
ー
ブ
等
が
で
き
、
労
働
歌
の
指
導
と
政
治
サ
ー

ク
ル
等
で
日
課
が
定
め
ら
れ
た
。
六
月
に
な
っ
て
こ
の
チ
ル

チ
ッ
ク
の
収
容
所
で
も
ダ
モ
イ
が
始
ま
り
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
の

西
の
端
、
中
央
ア
ジ
ア
の
地
か
ら
来
た
時
と
同
じ
よ
う
な
貨
車

で
、
待
望
の
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
。

浜
辺
に
降
り
て
待
つ
こ
と
半
日
位
、
今
降
り
た
貨
車
に
乗
れ

と
の
指
示
で
元
の
貨
車
に
乗
る
と
海
岸
の
引
込
線
へ
入
り
、
当

分
の
間
労
働
大
隊
と
し
て
こ
の
地
で
作
業
す
る
こ
と
と
な
る
。

宿
舎
は
貨
車
で
、
作
業
は
建
築
、
鉄
道
の
路
盤
工
事
、
築
港
等

で
、
食
料
の
給
与
も
次
第
に
よ
く
な
り
、
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
来

て
い
る
と
い
う
気
分
で
皆
落
ち
着
い
て
い
た
。

貨
車
の
生
活
も
十
月
頃
ま
で
で
、
我
々
の
作
っ
た
赤
レ
ン
ガ

の
二
階
建
の
家
へ
入
れ
て
く
れ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
の
冬
は
零
下
二

〇
度
位
ま
で
で
、
夏
も
日
本
と
大
差
な
い
感
じ
で
、
昼
休
み
に

海
で
水
泳
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
の
こ
こ
で
の
作
業
は
、

削
岩
機
で
岩
場
の
発
破
の
穴
あ
け
作
業
が
長
く
続
い
た
。
ま

た
、
二
十
四
年
の
五
月
頃
よ
り
二
ヵ
月
位
、
測
量
の
仕
事
も
し

た
。
測
量
は
ソ
連
の
技
師
一
人
、
女
の
技
師
一
人
の
二
人
。

我
々
日
本
人
は
三
人
で
、
合
計
五
人
で
二
ヵ
月
位
だ
っ
た
。
こ

の
頃
、
ナ
ホ
ト
カ
港
に
二
日
に
一
度
ず
つ
入
港
す
る
日
本
の
復

員
船
を
高
台
か
ら
眺
め
、
乗
船
す
る
千
人
単
位
の
同
胞
を
見
送

る
毎
日
が
続
い
た
（
そ
の
う
ち
に
順
番
が
回
っ
て
来
る
の
を
期

待
し
つ
つ
）

。
夜
は
政
治
サ
ー
ク
ル
の
時
間
が
あ
っ
た
が
、
余

り
参
加
し
た
記
憶
が
な
い
。
週
一
回
、
休
み
と
入
浴
が
あ
る
。

映
画
も
時
々
あ
り
、『
石
の
花
』『
シ
ベ
リ
ヤ
物
語
』
等
、
覚
え

て
い
る
。
入
ソ
当
時
よ
り
大
変
改
善
さ
れ
た
生
活
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
、
大
隊
本
部
よ
り
ダ
モ
イ
名
簿
の
発
表

が
あ
り
、
先
発
が
出
発
し
、
本
部
員
他
何
人
か
が
後
回
し
に

な
っ
た
が
、
数
日
後
、
ソ
連
側
が
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て

く
れ
た
折
、
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
奥
さ
ん
も
出
ら
れ
て
和
や
か
な

パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
。

ダ
モ
イ
で
支
給
さ
れ
た
衣
服
は
、
ソ
連
軍
の
古
い
ラ
シ
ャ
の

外
套
と
日
本
の
軍
服
を
染
め
直
し
た
物
で
、
靴
は
ソ
連
製
の
革

靴
と
、
そ
れ
に
四
年
間
持
ち
続
け
た
飯
盒
と
水
筒
で
、
外
套
は

丸
め
て
二
つ
折
り
に
し
肩
か
ら
斜
め
に
掛
け
た
姿
で
あ
っ
た
。



船
は
「
明
優
丸
」
と
書
か
れ
た
貨
物
船
で
、
乗
船
の
前
に
一

人
一
人
名
前
を
呼
ば
れ
て
タ
ラ
ッ
プ
を
上
り
、
九
月
二
十
一

日
、
船
上
の
人
と
な
る
。

九
月
の
日
本
海
は
波
が
高
く
、
皆
、
船
酔
い
で
大
変
で
あ
っ

た
。
九
月
二
十
四
日
、
舞
鶴
港
東
埠
頭
に
無
事
上
陸
、
復
員
し

た
。私
は
今
も
健
在
で
い
る
が
、
抑
留
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

思
い
を
い
た
し
、
御
冥
福
を
祈
り
た
い
。
な
お
、
抑
留
と
は
激

戦
地
の
延
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
後
世
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

住

所
　
長
野
県
下
伊
那
郡
松
川
町
上
片
桐

生
年
月
日
　
大
正
十
三
年
二
月
二
十
九
日

昭
和
十
九
年
七
月
　
　
　
　
　
　
徴
兵
検
査
甲
種
合
格

十
二
月
十
日
　
　
　
近
衛
輜
重
兵
連
隊
入
隊
（
東

京
東
部
十
七
部
隊
）

十
二
月
二
十
五
日
　
北
支
派
遣
第
百
十
七
師
団

輜
重
隊
転
属
　
北
支
開
封

昭
和
二
十
年
六
月
一
日
　
　
　
　
保
定
予
備
士
官
学
校
入
校

北
支
保
定

七
月
十
日
　
　
　
　
石
頭
予
備
士
官
学
校
転
校

満
州
石
頭

八
月
二
十
三
日
　
　
ソ
連
軍
に
よ
り
武
装
解
除

昭
和
二
十
一
年
四
月
　
　
　
　
　
キ
リ
ト
マ
シ
ャ
フ
ト
収
容
所

タ
シ
ケ
ン
ト
地
区

七
月
　
　
　
　
　
カ
ガ
ン
病
院
入
院

十
二
月
　
　
　
　
チ
ル
チ
ッ
ク
収
容
所
　
タ
シ

ケ
ン
ト
地
区

昭
和
二
十
三
年
六
月
　
　
　
　
　
ナ
ホ
ト
カ
労
働
大
隊

昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日
　
明
優
丸
乗
船
ナ
ホ
ト
カ
港
出

航

九
月
二
十
四
日
　
舞
鶴
港
に
上
陸
　
復
員

昭
和
五
十
三
年
　
　
　
　
　
　
　
全
抑
協
長
野
県
連
理
事

平
成
十
三
年
八
月
五
日
　
　
　
　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
・
ナ
ホ

ト
カ
方
面
慰
霊
墓
参
団
に
参

加
（
長
野
県
　
　
北
野
和
人
）




